
もし確信と希望に満ちた誇りとを持ち続けるならば、わたしたちこそ神の家なのです。

ヘブライ人への手紙３章６節b（日本聖書協会『聖書 新共同訳』）

教会はあなたのおいでをお待ちしております

 Lutheran Church

　　 　
　昔から、なぜか未完成なもの、完成

の一歩手前のものに心惹かれる傾向

がありました。たとえば、夜空に浮か

ぶあのお月さま。三日月よりも、三日

月の１日前。満月よりも、満月の1日

前。完璧な三日月形よりも、完璧なま

ん丸よりも、その一歩手前の輝きの方

が、より美しいと思えるのです。

　そして、少し前の話ですが、ひょん

なことからその満月の一日前のお月

さまに、「幾
きぼう

望」という名前がついてい

ることを知りました。満月は別名「望

月（もちづき）」ということから、「幾望」

は「望月に幾（ちか）い」あるいは「幾（ほ

とん）ど望月」というくらいの意味な

のだということです。

　「きぼう」という言葉の響き自体も

素敵ですし、もともと「望」という漢

字そのものに、「なかなか手の届かな

い遠方のものを捜し求める」という意

味があります。手が届きそうで届かな

い満月に向かって、あと少し、もう少

し、と手を伸ばすかのように輝きを増

していくわずかに欠けた月、ひとつの

「完成」を目指すその輝きに、魅せら

れた人は多かったのでしょう。昔の人

の名づけのセンスに、拍手を送りたく

なります。

　わたしたちも、いつも何かの完成に

向かって歩んでいるような気がしま

す。幼い頃には「将来、何になりたいか」

と無邪気に夢を見て、どうすればそこ

にたどりつけるかと幼いなりに考え

ますし、節目節目で目標を立て、それ

を実現させるために努力したりもし

ます。人生そのものが、何かひとつの

大きな「完成」に向かって歩むことだ

と言うこともできるでしょう。

　しかし、わたしたちはときどき、自

分が未完成であることに対して、不安

を覚えることもあります。幼い頃の夢

をそのまま実現させる人は、そう多く

はありません。どうしても何かをあき

らめなければならなくなり、泣く泣く

方向転換することもあります。未完成

だからこそ迷いますし、ちょっとした

ことで揺れ動きます。自分のもってい

る欠けた部分が、ゆるせなくなってし

まうこともあります。ときにはすべて、

投げ出してしまいたくなってしまう

ことさえあります。

　しかし、少し欠けた形であっても、

完成である「望」に向かって歩みをつ

づける「幾望」の月は、満月におとる

ことなく、とても美しく輝いています。

そうであるようにわたしたちも、欠け

た部分を抱えながら、ときには迷い、

不安になりながら、それでも生きるこ

とをあきらめず、あと少し……もう少

し……と歩みつづける姿は、心に強く

うったえかける、美しい輝きを放って

いると思うのです。

　月のきれいな季節です。もし不安や

迷いにおしつぶされそうになること

があったら、立ち止まって、ふっと夜

空を見上げてみるのはいかがでしょ

うか。十五夜も十三夜ももちろんすば

らしいのですが、十四夜の「きぼう」

の月、これを私はおすすめします。

Ａｋｉ
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谷 健（たにけん）…昭和5年7月生まれ。東京都の公立小学校7校の勤務。専門は英語、道徳。道徳副読
本の編集に従事。

教育いろは
谷センセイの

第7回　江戸時代の教育　その1

おとなの目
　カトリックのシスター菊地多嘉子さんは、小学校

に入学した春のことを記しておられます。校庭には

色とりどりの花が咲き乱れていました。ある日の午

後、下校時に眺めたツツジがあまりにも美しく、立ち

止まって見とれているうちに、ふと一つの花がこぼ

れ落ちそうになっているのが目に止まりました。「土

に落ちたらかわいそう」と、その一輪を手に取ったそ

の瞬間、ふと目を上げると、校長先生が廊下の窓越し

にじっと菊地さんを見ていました。「校庭の花を取っ

てはいけない」と注意されていたことが脳裏をよぎ

り、「してはいけないことをしてしまった！」そう思

うと涙が溢れ、しおれかかった一輪のツツジを手に、

夢中で家に帰りました。その夜、彼女の心の傷を癒す

ために、優しい父は校長先生宛てにゆるしを乞う手

紙をしたためて、彼女に持たせました。

　翌朝、朝礼で壇上に上がった校長先生は、「昨日、ツ

ツジを一輪取った一年生がいます」と話し始めたの

です。恐ろしさに震える小学一年生の菊地さんは、次

の瞬間、耳を疑いました。校長先生は罰するどころか、

彼女が枯れて落ちかかっている一輪の花に心を込め

て受け止めようとしたことを褒め、皆もこれに倣う

ようにとのお話でした。

　傷ついた心を優しく癒し、校長先生にとりなして

くれた父、この行為を温かく抱擁し、ゆるしと励まし

を与えてくれた校長先生……。決して忘れることの

ないこの一連の出来事は、彼女の生涯に大きな影響

を与えることになったのです。（「良心」）より）

　よく登園途中で見つけたお花や落葉や小石のよう

なもの大切そうに小さな手に握りしめて来る園児が

います。そのときは、その手にしたものに心を通わせ、

一所懸命夢を膨らませているひとときです。おとな

の目にはたわいもないことのように思えても、小さ

い園児には大切な出来事なのです。そしてそれをお

とながどう受け止められるか。おとなもこどもも学

び合うひとときです。（園長）

十
字
架
�
道
行
�

【祈りの言葉】

イエスよ、あなたが望まれるのは、倒

れないことではなく、倒れても起き

上がり、あなたに最後まで従うこと

です。あなたの愛と忍耐にならい、十

字架の後に来るべき復活の希望に生

きさせてください。

【第七留】イエス、ふたたび倒れる　　イザヤ書 53章 4節 

人形制作/杉岡広子　http://www.bibledollministry.com/
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